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会員紹介

協会ニュース
◆委員会
　●第１０回理事会（２０１２年１０月２３日）を開催しました。
　　新理事（事務局長）として、梶野孝一氏が就任しました。
　　（新理事紹介は小誌本文を参照願います）

◆新入会員（小誌本文を参照願います）
　　２個人が入会しました。

事務局だより
　当協会も設立後半年間の準備期間を経て、実質的な活動を開始したのが2年前の10月です。会報も休刊することなく、
10号を迎えました。毎号、掲載する記事の手当てに悩むのは、2年前も今も変わりません。記事の生る木を育てねばと思う
ばかりです。
　そんな中で、毎号、コラムを担当していただいているペンネーム「大慈寺」さんには、感謝の言葉もありません。ここに、本
名：佐藤紀男 氏（佐藤建築事務所 所長／当協会 理事）を明らかにさせていただくとともに、あらためて深謝申し上げま
す。

　この９月２１日、Ｓハウスメーカの工事担当役員から、携帯に「至急相談したい案件があるので、２４日の午前１０時頃来社願えないか」と電話
があった。彼とは１０数年の付き合いなので、あれこれ聞かなくとも、重大なことはその言葉の強さ、速さ、抑揚などで十分感じ取れた。
　話の概要は、「７月１４日の大雨で、福岡県Ｄ市に新築した宅地の擁壁（間知ブロック積み）が崩壊した」とのことであった。取りあえず指定
された日時にその役員を訪ねることにした。
　雨か。そもそも水は「水素２個と酸素１個（Ｈ２０）」という単純な物なのに、何でこうも人間社会をかき回すのだろうと考えたことがある。
　特に水利権によっては、農家以外の一般市民にとっても天地ほどの差が生ずる。水不足で節水している地域がある反面、水利権を持って
いる隣の町では、噴水が高 と々あがり、その下で子供達が水遊びをしている。このような不公平さをテレビで見たことがある。
　その点、「空気権」というものはないので、誰でも自由に吸い込むことができる。誰かが人より多く吸ったからと言って高額な料金を請求されたり、
言い争いになることもない。
　さて、役員室に案内され、型どおりの挨拶を済ますと、制服を着た工事担当者とおぼしき２人がファイルを小脇に抱えて入ってきた。
　この４月に完成した住宅の擁壁（高さ５ｍ）が大雨で上部３．３ｍが１００ｍ以上にわたって崩壊し、敷地内の土砂も建物基礎周辺まで流出
したという。その現状説明を聞きながら、「被害を受けてから２ヶ月以上も経過しているのに」と建築主の気持ちになり少しイラついたが、その間、
宅地造成・販売業者、隣地所有者などと協議してきたらしい。
　とにかく、台風 17 号、１８号が接近しているので、これ以上被害が広がらないよう検討して欲しいということであった。用意された資料を預かっ
て事務所に戻った。
　以前にも、鹿児島県Ｉ市で同様な相談を受け、現地を見に行ったことがある。
　駅から待ち合わせ場所まで地元のタクシーに乗った。運転手さんと世間話しをしていたが、ポツンと「水は昔流れていた場所を記憶している
んですね」と言う。「幾ら平らに造成しても、雨水（あまみず）はそんなことに関係なく集まって、昔の沢を記憶しているようにその場所を流れる」
という。なるほどと感心しながら現地に着いたことがある。
　事務所で、崩壊した擁壁の基礎部分を利用した緊急対策の略図と計算書をメールし、その後は擁壁の崩壊原因と本格復旧のために必要な
項目を整理して調査を依頼した。
　何れ、現地調査した詳細な資料が届くと、造成地の許認可、造成工事、検査済証の発行、宅地販売など、法的な問題などを含めて色々
と忙しくなりそうである。
　そもそも、日本に人間が安心して住める土地はどれほどあるのだろうか？
　大昔から、莫大な費用と人員を投じて堤防の強化や河川の拡幅、砂防ダムなどの治山・治水対策が行われてきたが、自然はそれをあざ笑
うがごとく時折叩き壊してしまう。
　災害は、大雨などの「素因」と土地や社会などの「誘因」が組み合わされて発生するものなので、刻 と々変化する環境を随時整理しておく
必要がある。
　要するに、「過去に学びつつ、未来に備える」ものでなければ十分な水対策と言えないと感ずるのは私だけでしょうか。
 （大慈寺）

「水の記憶」箸やすめ
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